
「鎌足桜」の魅力

「鎌足桜」は、ヤマザクラの一種と考えられ、4月中旬から下旬

にかけて開花する遅咲きの′＼重桜です。若葉の新芽が先に芽吹

き、つぼみは紅色で、咲き始めると淡桃白色に花色が変化し、

清楚さと気品を兼ね備えた優美な桜は、新緑に映えて見る人々

を魅了します。

開花後ノ＼分咲きほどになると、

雌しべが中花に変化し、二段咲

きとなり、元花と中花とが一体

となって、より一層優雅　　JT▼▼＼

な花弁となります。その

ため、開花期間も長く楽

しむことができます。勒■＿＿　H　　　　　，♂吟

また、雌しべの先端が、鎌状に曲がっていることから、

中臣鎌子（藤原鎌足公）誕生伝説の由縁ともなっています。

伝説に生きる「鎌足桜」

今
か
ら
千
四
百
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、
矢

那
の
郷
に
大
化
の
改
新
で
功
を
成
し
た
大

総
冠
藤
原
鎌
足
公
の
祖
父
猪
野
長
官
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
長
官
は
五
十
歳
を
過
ぎ

て
も
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
高

倉
観
音
に
参
篭
し
子
授
け
を
祈
願
し
ま
し

た
。
満
願
百
日
目
に
妻
が
身
ご
も
り
、
よ

う
や
く
女
の
子
を
授
か
り
ま
し
た
。
観
音

様
の
霊
験
に
よ
っ
て
授
か
っ
た
の
で
子
与
観
（
し
よ
か
ん
）
と

名
付
け
ら
れ
娘
は
大
事
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
頃
に
な
っ
て
も
嫁
ぎ
先
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な

か
っ
た
た
め
、
再
び
ご
利
益
を
賜
り
た
く
観
音
様
に
祈
願
し
た

と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
常
陸
国
鹿
島
に
嫁
ぎ
、
男
の
子
を
授
か
り

ま
し
た
。
出
産
の
時
、
一
匹
の
白
狐
が
産
所
に
現
れ
、
草
刈
鎌

を
授
け
、
「
こ
の
鎌
は
敵
を
切
る
に
鋭
利
、
国
を
治
め
幸
福
を

得
る
に
良
し
。
命
ず
る
と
お
り
に
所
持
せ
よ
。
」
と
言
っ
て
、

そ
の
姿
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
ま
れ
た
子
ど

も
に
「
鎌
子
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の
子
が
「
中
臣
鎌
子
」
、

後
の
「
藤
原
鎌
足
公
」
　
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

藤
原
鎌
足
公
が
、
高
倉
観
音
へ
お
礼
参
拝
の
た
め
、
こ
の
地

を
訪
れ
た
と
き
、
持
っ
て
い
た
桜
の
木
の
「
杖
」
を
傍
ら
の
土

手
に
挿
し
て
旅
装
菜
に
着
替
え
ま
し
た
。

桜
の
木
の
「
杖
」
は
、
そ
の
ま
ま
根
付

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
地
の
人
々
は

鎌
足
公
に
因
ん
で
「
鎌
足
桜
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。



「鎌足桜」を護り育てる

「鎌足桜」の租株は、木更津市

矢那小字山下にある旧家で永年育

てられてきました。

昭和37年頃、枯死寸前で「鎌

足桜」が絶えてしまうことを一心配

した地元に住む鈴木治作氏が、豊

中市に住む尾高正翁氏の協力を得て、 京都の桜づくりの名人として

有名な第15代佐野藤右衛門氏に、新芽を切り取って京都まで持参し、

苗木の育成をお願いした

とのことです。

10年余りの歳月を費やし、昭和47年に2本、48年に

10本の苗木が里帰りし、高蔵寺・徳蔵寺・鎌足小学校・太

田山公園などに植樹されましたが、その多くは枯れ絶えて

しまったとのことです。

その後、地元でも接木による苗木の育成を手がける人が

現れ、市内の各地にも植樹されるようになりました。

「鎌足桜」の弥栄を祈る
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．
〃
r
ノ
有
名
七
人
識
冠
二
應
伝
謹
言
芯
）
　
が

お
手
植
え
に
な
っ
た
鎌
足
桜
は
現
在
に

至
っ
て
も
大
変
に
省
み
栄
え
て
い
て
、

け
世
を
通
じ
て
珍
し
い
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
超

す
ば
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
る
鎌
足
桜
の

木
の
将
来
の
幸
福
を
願
う
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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「鎌足桜」を鑑定

平成20年4月、本保存会の顧問にもなっている京都の桜守第16代

佐野藤右衛門氏により、「鎌足桜」の鑑定調査が行われました。

ー」L〉
鑑定中の佐野氏　　　　　　佐野藤右衛門氏から送られてきた鑑定書

｝　化か、

雪目1、矩

花ほ　　49佃

花桟　　招〃八

号筒　　付し

花幕　　営∠杖

銅　　　　∂

庇下し、　0

昔時　絨絨毛　　L
L、ぼ　　　j

青鵬う若菜
簑隠忍一寸花寺

且花弁

花びらをばらすと、雄しべが変化して

花弁状になるため、花弁数は全体で82

枚あります。

一■』
マ

▲



「鎌足桜」は観音桜

雌しべはつぼみの状態から中花に変わり、

さらに中花を包み込む菓しべにも変化してい

るようです。

葉しべが、仏像の舟形光背状態となって中

花を受け止めていることから観音菩薩像にも

見えます。

満開時には、内側の開花した中花と外側の元花

が－休した優雅な花となることから、観音桜とも

呼ばれています。

花弁に変化した雄しべも、蓮華形に作った仏像

の台座状になっています。



「鎌足桜」を広める

平成17年に、木更津市矢那小字山下に古くから伝わって

きた租株が、木更津市指定文化財の指定を受けたことから、

地元の区長会を中心に鎌足桜保存会が結成されました。

そして、平成18年には伝説にゆかりのある高蔵寺境内に

租株が移植され、多くの人達が訪れるようになりました。

また、「鎌足桜」の保護・育成と、広報・文化交流活動を

更に大きく広げるために、平成19年に鎌足桜保存会を解

散し、新たに木更津市鎌足桜保存会が設立されました。　’′坤▲・

高蔵寺にある祖株

保存会では、地域にある「鎌足桜」の保護活動とともに、藤原鎌足伝説

にゆかりのある鎌倉浄妙寺や茨城県鹿島神宮への苗木の移植などを進

めてきました。また、「鎌足桜」の魅力を多くの人達に知ってもらうた

めの鎌足桜カレンダーの制作・頒布

や、「鎌足桜」の苗木の増殖・育成活

矢那川ダム公園
動などにも取り組んできています。

平成25年2月には、木更津市制施行70周年記念事業の一環

として、鎌足さくら公園（かずさ1号公園）に40本の鎌足桜と

73本のソメイヨシノの苗木の植樹が計画され、木更津の新たな

桜の名所として大きく期待されています。

「鎌足桜」を増やす

平成25年版鎌足桜カレンダー表紙

こ
の
接
木
に
よ
る

方
法
で
も
、
活
着
す
る
確
率
は
低
く
、
苗

木
を
多
量
に
育
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
木
の
性
質
が

現
れ
、
本
来
の
「
鎌
足
桜
」
で
は
な
い
性
質

の
桜
が
出
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

木
更
津
市
は
市
の
指
定
文
化
財
で
も
あ

る
　
「
鎌
足
桜
」
の
祖
株
の
性
質
を
受
け
継
い

だ
苗
木
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
一
一

十
一
年
に
、
光
独
立
栄
養
培
養
に
よ
る
「
容

器
内
挿
し
木
技
術
」
を
開
発
し
た
民
間
会
社

に
委
託
し
て
、
バ
イ
オ
技
術
を
用
い
た
挿

し
木
に
よ
る
増
殖
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
二
十
二
年
二
月
に
九
十

三
本
の
苗
木
が
届
き
、
地
元
の
造
園
家
に

よ
っ
て
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
鎌
足
桜
」
　
は
、
実

が
で
き
な
い
こ
と
や
、

挿
し
木
に
よ
る
苗
木

の
育
成
が
難
し
い
た

め
、
接
木
に
よ
る
苗

木
育
成
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。



「鎌足桜」の沿革

寛文元年（1661）

天保3年（1832）

大正3年（1914）

昭和30年（1955）

昭和37年（1957）

昭和47年（1967）

昭和48年（1968）

「坂東三十番札所高蔵寺伝記」に藤原鎌足公誕生伝説が記される。

田丸健良編「房総志料続編」で、高蔵寺に「鎌足桜有り」と記される。

「鎌足村誌」に、鎌足村の村名の由来とともに「鎌足桜」の伝承が記される。

木更津市に合併後に発行された「鎌足村誌」に、進藤家に伝わる掛軸に記された「鎌足桜」
の歌が紹介される。

地元の鈴木治作氏により、第15代佐野藤右衛門氏に苗木育成を依頼。

2本の苗木が里帰りし、高蔵寺・徳蔵寺に植樹。
佐野藤右衛門氏により大阪造幣局に植樹。

10本の苗木が里帰し、鎌足小学校・太田山公園な
どに植樹。

昭和60年（1985）頃鎌足歴史散歩の会が苗木を育成し、校舎移転後の

鎌足中学校・鎌足公民館等に植樹。

昭和63年（1988）　林弥栄氏が「鎌足桜の阻株」を調査研究し、日本花の

会会報40号「花の友」で発表。 大阪造幣局

平成　6年（1994）　地元造園家により、「鎌足桜」の祖株の穂木を用いて、接ぎ木での苗木育成を始める。

平成10年（1998）「鎌足を考える会」が、矢那川ダムのお花見広場に鎌足桜を植樹。

平成16年（2004）木更津市失那小字山下の旧家にあった祖株が、木更津市に寄贈される。

平成17年（2005）2月「鎌足桜」の祖株が、木更津市指定文化財になる
3月木更津ロータリークラブが、木更津市民総合福

祉会飴に植樹。
5月「鎌足桜」の保護育成を目的として、地元に鎌足
桜保存会が結成される。

平成18年（2006）2月祖株が高蔵寺の境内とかずさ2号公園に移植さ
れる。
3月「第41回さくら祭り中央大会」の記念樹として

東京の憲政記念館に植樹。 憲政記念館

平成19年（2007）7月地元鎌足桜保存会が発展的に解散され、木更津市鎌足桜保存会が結成される。

平成20年（2008）2月鎌倉市浄妙寺に苗木を植樹。
4月第16代佐野藤右衛門氏により「鎌足桜」阻株の鑑定調査が行われる。

鎌足かるた会により「平成21年版鎌足桜カレンダー」が制作される。翌年から木更津
市鎌足桜保存会が制作し頒布する。

平成21年（2009）2月茨城県鹿鴫神宮に苗木を植樹。

木更津市が、バイオ技術を利用した挿し木による苗木育成実
験を民間会社に委託。

平成22年（2010）苗木育成実験が成功し、里帰りした苗木が地元造園業者によっ
て育てられる。

丸善発行の『さくら百科』で「鎌足桜」が紹介される。

平成23年（2011）歌謡曲「鎌足桜」（紺野あずさ作詞、岡千秋作曲、南郷達也編曲）
が歌手小桜舞子により歌われCDが制作される。

平成25年（2013）2月17日木更津市制施行70周年記念事業として、「鎌足さくら
公園（かずさ1号公園）」に40本の鎌足桜と73本のソメイヨシノ
の苗木を植樹。

小桜舞子


